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Abstract
This report is a summary of record on which Nagasaki International University and Nagasaki University 
held a joint workshop on physical education class in ２０１７.　The workshop aimed to promote teacher training 
improvement for the faculty and students in a teacher training course.　In the workshop, ６ faculty members 
and ４６ students participated and conducted ４ trial teaching sessions and reflection sessions.　 Based on 
evaluations of the trial teaching sessions and reflection sessions, there were achievements in improving the 
practical ability of the participants’ teaching skills through active discussions.
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shingi/chukyo / chukyo０ / toushin / １３６５６６５.htm 
（２０１７年１０月１０日閲覧）
２）観察者評価観点の構造分析で生徒による形成的授業
評価との関連がすでに認められている５因子に基づい
て観察をおこなった。日野克博，高橋健夫，伊與田賢，
長谷川悦示，深見英一郎（１９９６）体育授業観察チェッ
クリストの有効性に関する検討　―特に子どもの形成
的授業評価との相関分析を通して―．スポーツ教育学
研究１６．（２）：１１３１２４．
３）器械運動領域の中からマット運動，ダンス領域の中
からフォークダンス，体つくり運動領域の中から体力
を高める運動，球技領域の中からベースボール型（ソ
フトボール）を教材として扱った。便宜上，本文，表
においては，マット運動，フォークダンス，体力を高
める運動，ソフトボールとそれぞれ記載した。
４）吉野は，模擬授業で複数回教師役を担当した学生が，
授業成果と関連の強い観点である「意欲的学習」，「教
師の相互作用」，「授業の勢い」，「学習環境」，「効果的
学習」について，効果的に獲得したことを報告してい
る。吉野聡（２００４）茨城大学での実践的検討．大学・
大学院における体育教師教育カリキュラム及び指導法
に関する研究．研究代表者　高橋健夫。平成１３～１５年
度科学研究費補助金（基盤研究Ｂ）研究成果報告書：
９４１０２．
５）長谷川らの開発した形成的授業評価診断基準にあて
はめると，本研究会で実施された模擬授業の総合評価
は，ダンスが５，マット運動とソフトボールが３，体
つくり運動が３であった。全項目でみると，成果，学
び方では授業毎にバラツキはあるが，意欲・関心，協
力においては，おおむね「よい授業」と受けとめられ
たことが窺える。なお，長谷川は，全種目の診断基準
の他に，器械運動，陸上競技，ボール運動を対象とし
た種目毎の基準も提示しており，本稿ではマット運動
を器械運動基準，ソフトボールをボール運動基準，ダ
ンスと体つくり運動は全運動種目基準を用いた。長谷
川悦示，高橋健夫，浦井孝夫，松本富子（１９９５）小学
校体育授業の形成的授業評価票および診断基準作成の
試み．スポーツ教育学研究．１４（２）：９１１０１．
６）中央教育審議会（２０１５a）前掲書．
７）中央教育審議会（２０１５b）新しい時代の教育や地方
創生の実現に向けた学校と地域の連携・協働の在り方
と今後の推進方策について（答申）（中教審第１８６号）．
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/ 
chukyo０/toushin/１３６５７６１.htm（２０１７年１０月１０日閲覧）
８）平成２９年１０月に，長崎県教育委員会では「長崎県　
教員等としての資質の向上に関する指標」を策定して
いる。今後の大学等と行政，学校との連携については
期待が大きい。
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